
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２４年度業務実績報告書 

提出日 2025年 1月 7日 

 

１．職名・氏名 教授・三浦孝太郎       

 

２．学位  学位 博士、専門分野 農学、授与機関 名古屋大学、授与年 2008 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

総合農学 (８単位) １年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

あわらキャンパス内の圃場にて、年間を通じ実際に農作物を栽培し、収穫、加工、消費までを

体験する中で、栽培技術、農作業機操作技術、加工・調理技術、簿記技術を身に付けるととも

に、農作物と気象、土壌環境、他の生物との関係性を観察、理解し、実験計画法、土壌分析法、

雑草・病害虫被害調査法、農作物の収量調査法、統計解析法を学習する。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

学生が自由にマイファームで耕作できる様に農機具取扱いを注視するとともに自らも耕作を行

い指導に当たった。 

【ゲストスピーカー 8人】 

【フィールドワーク 14件】 

①  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食農環境・文化概論(４単位) １年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

食べることと農業とは本来密接につながっており（食農）、それを取り巻く環境・文化はこの

食農と切り離せない存在である。それが本来の「農」であり、「農」とは総合知である。この

理念にもとづき、「農」に関わる事柄を実務経験者から直接学び、意見交換をすることによっ

て自分の考えを持つ。 

③  講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

外部講師による講義では学生から積極的に質問できる様に簡単な質問を先に示す様務めた。 

【ゲストスピーカー 13人】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食農環境実習Ⅰ(２単位) １年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

福井県内全域を学びの場として、実際に「農」の現場を訪れると共に、あわらキャンパス内圃

場を使って、農作物の栽培、農・海産物の収穫、加工、消費、および共同体活動を広く体験す

る。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習先で学生が積極的に自分の考えを示すことが出来る様に、自分が感じた何気ないことも積

極的に口に出す様務めた。 

【ゲストスピーカー 14人】 

【フィールドワーク 22件】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食農環境演習Ⅰ(４単位) １年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

食農環境実習 Iで体験したことについて学生各自で日誌にまとめ、その都度、教員に提出する。

また体験したことをより深く知るための情報収集の方法について指導する。さらに学生同士で

対話して情報を共有し学び合う。それらの情報をもとにグループディスカッションを実施する



ための準備を行う。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習で得たデータの活用方法や、特任講師から学んだ事をプレゼンテーションし、自分で得た

データや調査資料を用いてその活用方法を学べるようにした。 

【ゲストスピーカー 14人】 

【フィールドワーク 22件】 

①  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食農環境実習Ⅱ(２単位) 2年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

福井県内全域を学びの場として、実際に「農」の現場を訪れると共に、あわらキャンパス内圃

場を使って、農作物の栽培、農・海産物の収穫、加工、消費、および共同体活動を広く体験す

る。 

③  講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習先で学生が積極的に自分の考えを示すことが出来る様に、自分が感じた何気ないことも積

極的に口に出す様務めた。                  【ゲストスピーカー 15人】 

【フィールドワーク 20件】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食農環境演習Ⅱ(４単位) 2年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

食農環境実習 Iで体験したことについて学生各自で日誌にまとめ、その都度、教員に提出する。

また体験したことをより深く知るための情報収集の方法について指導する。さらに学生同士で

対話して情報を共有し学び合う。それらの情報をもとにグループディスカッションを実施する

ための準備を行う。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習で得たデータの活用方法や、特任講師から学んだ事をプレゼンテーションし、自分で得た

データや調査資料を用いてその活用方法を学べるようにした。 【ゲストスピーカー 15人】 

【フィールドワーク 20件】 

①  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

福井を学ぶ (２単位) １・２・3年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

15名の教員によるオムニバス形式で実施し、福井の自然・社会・経済・文化に関する理解を深

める。1コマ分「コシヒカリの育成とこれからの育種」を担当。 

③  講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

全学部の学生が対象であり、主に１年生が聴講しているため、できる限り専門用語を少なく分

かりやすい講演に心がけた。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

育種学実験Ⅱ (1単位) 3年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

育種の現場で利用できるＤＮＡシーケンスについて理解し、技術を習得する。   

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実験の原理について、海外研究者の動画を利用するなど、理解しやすいよう工夫した。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

育種学Ⅱ (２単位) 創造農学科１・２・3年次、生物資源学科３年次 

② 内容・ねらい（自由記述） 

雑種強勢育種法や「DNAマーカー選抜法」に加えて、「QTL育種法」や「遺伝子組換え作物」、

「ゲノム編集」といった最新の育種技術とその利用について解説する。   



③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

理解を深めるために、海外の研究者が発信している動画や、実例を多く紹介した。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

先端農業技術活用論 (2単位) 3年次 

② 先端的な農業技術（IoT、AI、GPS、ドローン、機械学習、衛星利用、農業資材、育種技術、

施設園芸、植物工場等）について実践的に活用している講師をオムニバス形式で招き、それら

の現在の活用方法を学び、未来型農業の実現のためにこれらの技術をどう活用するか、さらに

どんな技術を求めるかを議論する。   

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

最新の技術や活用事例を紹介し、理解を深めるために、海外の研究者が発信している動画や実

例を多く紹介した。特任講師の授業では積極的に質問できるよう促した。 

【ゲストスピーカー 12人】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

食品加工実習 (1単位) 3年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

農産物加工の基礎、食品衛生管理、６次産業化に関する素養を身につける。６次産業に関連す

る県内施設・企業の見学、食品加工実習を行う。   

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習先で学生が積極的に自分の考えを示すことが出来る様に、自分が感じた何気ないことも積

極的に口に出す様務めた。                                   【ゲストスピーカー 11人】 

【フィールドワーク  5件】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

農業戦略論 (2単位) 3年次 

②  内容・ねらい（自由記述） 

企業による農業ビジネスや種苗ビジネスの戦略から酪農や有機農業、農産物の小売、卸売、共

同販売などの経営・販売戦略まで、実際に起業している経営者らを講師に招き、農業経営、企

業経営などの経営戦略を理解し、広く農業の戦略について考える。また、その前段階として世

界の食料問題を考察する。  

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫（自由記述） 

実習先で学生が積極的に自分の考えを示すことが出来る様に、自分が感じた何気ないことも積

極的に口に出す様務めた。                                     【ゲストスピーカー 9人】 

【フィールドワーク  6件】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

卒業論文（８単位） 創造農学科４年次 

② 内容・ねらい 

研究することとは、どのような活動かを体得する。原著論文を読み、問題点を明確にし、作業

仮説に対して解答を得る試みを実際に行う。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

丁寧な実験、再現性、結果の解釈、考察等が自ら行えるよう指導した。専門外の人にもわかり

やすくプレゼンテーションすることを意識して指導した。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

専攻演習（２単位） 創造農学科４年次  

② 内容・ねらい 

受講者は原著論文を２報精読し発表する。原著論文に引用されている文献や研究背景を理解し

た上で発表する。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

原著論文（序論、実験手法、結果、考察）を、正確に読みこなすこと、また、わかりやすくプ

レゼンテーションをすることを心がけて指導した。 



① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

実践育種学（２単位） 大学院修士課程 

②内容・ねらい 

従来の植物育種、微生物育種及び最新の育種研究・育種法を解説する。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

遺伝資源の収集やスクリーニング、新規遺伝資源の開発手法や取扱いなど、古典的な手法から

最新の手法まで幅広く理解する。 

【ゲストスピーカー 3人】 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

創造農学専攻演習Ⅰ・Ⅱ（４単位） 大学院修士課程 

② 内容・ねらい 

食・農・環境分野に関する最新の総説や学術論文や文献を読み、受講者がその内容や意義を発

表し、講義の場で、講評と討議を行う。 

また、定期的に修士論文研究の進展状況（研究の位置付け、目標、方法、結果、考察など）を

発表し、研究遂行上の戦略・戦術についての議論を深める。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

本演習を通して、修士論文研究を進める上で必要となる科学的な思考力と解析力を養成するこ

とを目標とする。 

①  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

分子生物学専攻特別演習（４単位） 大学院博士課程 

②  内容・ねらい 

博士論文の研究テーマに関する研究のレビューを行うことを目的とする。最新の原著論文を読

み込み、自分の研究テーマの立ち位置を理解することを目的としている。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

関連分野の論文を総合してレビューした後、内容に関する質問に対し適切にディフェンスでき

る様指導している。 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

創造農学専攻実験Ⅰ・Ⅱ（８単位） 大学院修士課程 

② 内容・ねらい 

農作物の品種改良による実用品種の開発および生産・利用に関する研究、農業分野や産業分野

に向けた微生物資材の開発研究、雑草管理を中心とした生態・環境に関する研究、地域農政に

関する研究を行い、その成果を取りまとめる。   
③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

各自が必要とする実験手段、詳細に理解し、実験によって得られた結果を合理的に解釈できる

様になることを目的としている。また、社会で必要となるプレゼンテーション技術を習得でき

るようわかりやすい内容にする事を指導している。 

(2)その他の教育活動 

内容 

1. 公開講座：福井県立大での水稲育種の挑戦 2024年 7月 20日 

2. 丸岡高校開放講義 

「遺伝子を上手く使って良食味、県大イネ育種の取り組み」2024年 11月 6日 

3. 金津高校開放講義 

「遺伝子を上手く使って良食味、県大イネ育種の取り組み」2024年 12月 16日 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

なし 

【0本】 

② 学術論文（査読あり） 

1. Kobayashi A., Suganami M., Yoshida H., Morinaka Y., Watanabe S., Machida Y., 

Chaya G., Nakaoka F., Sato N., Miura K., Matsuoka M. 

How have breeders adapted rice flowering to the growing region?   

Journal of Integrative Plant Biology 66: 2736-2753 (2024) 

2. Ha Q.T., Moe S., Reyes V. P., Doi K., Miura K., Mizushima M., Maeno A., Tsuda K., 

Nagai K., Ashikari M. Detection of QTLs regulating the second internode length in 

rice dwarf mutant d1. Breeding Science 74: 443-453 (2024)   
【2本】 

③ その他論文（査読なし） 

なし 

【0本】 

④ 学会発表等 

1. 巻田恵理奈、小林麻子、菅波眞央、吉田英樹、渡辺脩斗、町田芳恵、茶谷弦輝、 

中岡史裕、森中洋一、佐藤信仁、松岡信、三浦孝太郎 

日本育種学会 第 145回講演会 2024年 3月 16-17日 東京大学 

 

2. Sandar Moe, Quynh Ha, Vincent Pamugas Reyes, Kazuyuki Doi, Kotaro Miura, Keisuke 

Nagai, Motoyuki Ashikari 

Detection of QTLs controlling internode elongation pattern using rice dwarf mutants d1 
(No.１) 

日本育種学会 第 145回講演会 2024年 3月 16-17日 東京大学 

 

3. Quynh Ha, Sandar Moe, Vincent Pamugas Reyes, Kazuyuki Doi, Kotaro Miura, Keisuke 

Nagai, Motoyuki Ashikari 

Detection of QTLs controlling internode elongation pattern using rice dwarf mutants d1 
(No.2) 

日本育種学会 第 145回講演会 2024年 3月 16-17日 東京大学 

【3件】 

⑤ その他の公表実績 

【0本】 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

1. 若狭湾エネルギー研究センター・共同研究 「重イオンビーム照射技術の主要穀物育種にお

ける社会実装」 283 万円 （2019・6月〜2024・2月） (分担者) 

2. 若狭湾エネルギー研究センター・共同研究「変異誘発促進技術を用いた有用新品種候補の

育成」 100万円 (2022年・7月〜) （分担者） 

3. 奨学寄附金 「福井精米株式会社」 50万円 （2024年 4月 12日） 

4. 奨学寄附金 「株式会社ペントフォーク」 50万円 （2024年 12月 18 日） 

【学内】 

1. 戦略的課題研究推進事業「健康増進効果が期待できるγ-オリザノールが豊富に含まれるコ

メの開発とその利用食品の開発 」255万円（2023年・7月〜）（代表者） 

2. 地域連携研究推進支援「福井県での栽培に最適化した新山田錦の品種登録と日本酒の開発」

195万円（2024年・7月〜）（代表者） 

 



(3)特許等取得 

 

1. 品種登録 「ふくむすめ」 登録番号 第３０５０３号 2024年 11月 8日 

 

(4)学会活動等 

なし 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

1. 福井県池田町「生命に優しい米作り」審査委員(2020年 4月〜現在に至る) 

2. 畜産試験場外部評価委員(2019年 4月〜現在に至る) 

3. 農業試験場遺伝子組換え安全委員会外部委員(2016年 1月〜現在に至る)  

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

1. 教職部会の創造農学科連絡担当 

2. 生物資源学部備品委員会 

3. デジタル推進委員会 

4. 時間割・共通科目検討協議会 

5. 創造農学科カリキュラム担当 

6. 生物資源開発研究センター運営委員 

7. 食の６次産業化プロデューサー担当 

8. 創造農学科２年生副担任 

9. 創造農学科１年生担任 

10. 教員評価委員 

11. 昇任選考委員 

12. 設備整備委員 

(3)学内行事への参加 

入学式・保護者懇談会（2024年 4月 5日） 

オープンキャンパス(2024年 8月 2日,4日,10日) 

白樫祭（2024年 10月 12-13日） 

あわらキャンパス収穫祭（2024年 11月 2日） 

学校推薦・総合型選抜合格者懇談会（2024年 12月 14日） 

 

(4)その他、自発的活動など 

1. 大学発ベンチャー「県大アグリ」による県大開発米「ピカツンタ」「ふくむすめ」の種もみ

販売事業（2020年 12月 25日〜） 

 

 


